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令和元年版高齢社会白書1によると、日本の 65歳以上人口は、3,558 万人となり、総人口

に占める割合（高齢化率）も 28.1％となった。65歳以上の者のいる世帯構造を見ると、平

成 29 年では夫婦のみの世帯が一番多く約 3割を占めており、単独世帯と合わせると半数を

超える状況である。その中、一人暮らし高齢者の増加は著しく、孤立死が無視できない状況

になっている。身近に日々の用事を依頼、相談できる相手を得にくく、「安心感」を得るこ

とが難しいと感じる人も多く、見守り・支援の不足が課題になっている。また、介護サービ

スの利用者が拡大する中で、介護事業者の倒産が増えるなど、介護サービスの安定した提供

には不安が高まっている。一方、要支援・要介護に至らない在宅自立高齢者の多くは、フレ

イルという問題を抱えながら生活しているので、目に見えないが体の衰えは進んでいる。フ

レイルは、厚生労働省研究班の報告書2では「加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機

能等）が低下し、複数の慢性疾患の併存などの影響もあり、生活機能が障害され、心身の脆

弱性が出現した状態であるが、一方で適切な介入・支援により、生活機能の維持向上が可能

な状態像」と定義されており、すなわち健康な状態と日常生活でサポートが必要な介護状態

の中間を意味する。  

一方で、高齢者の社会参加意欲は高まっている。令和元年の調査より、60 歳以上の人が

現在行っている社会的な活動は、「自治会、町内会などの自治組織の活動」が 26.5％、前年

度の 18.9％より高まり、「趣味やスポーツを通じたボラィア・社会奉仕などの活動」が 17.5％、

前年度 11.0％より増加し、「特に活動はしていない」が 60.1％、前年度の 69.9％より著し

く低下した。 

高齢者の社会的孤立と心身的なフレイルなどを予防し、社会参加意欲を満足させるとい

った課題を解決する活動や場所が求められている。その手段の一つが、世代間交流であり、

それを日常的・継続的に実現させているのが多世代型コミュニティであると考えている。国

際世代間交流協会は、世代間交流プログラムを「社会に存在する様々な資源や知識・知恵を

高齢世代と若年世代の人々で交換し合い、個々人や社会の役に立つものにしていくための

意図的・継続的な仕掛け」と定義している。1960 年代にアメリカ各地で Intergenerational 

Program が登場したのがその起源と言われ、アメリカだけでなく世界各国でその必要性が認

識され、1999 年にはオランダに本部を置く国際世代間交流協会が創設された。 

日本の世代間交流は、アメリカと同様、1960 年代後半から子ども世代と高齢者世代の交

                                                        

1 内閣府令和元年版「高齢社会白書」 

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2019/html/zenbun/index.html（最終閲覧

日 2020/5/21） 
2 平成 27年度厚生労働科学研究費補助金 厚生労働科学特別研究事業「後期高齢者の保健

事業のあり方に関する研究」 

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-

Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000125471.pdf（最終閲覧日 2020/12/21） 

 

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2019/html/zenbun/index.html
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000125471.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000125471.pdf
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流を目指す活動として始められた。しかし、「日本の世代間交流の多くは、プログラムとい

う継続的なものではなく、イベントや行事という単発的なものであった」3。日本に必要な

のは世代間交流のためのプログラムが豊富にあり、継続して行われている場、すなわち、多

世代型コミュニティである。  

日本の世代間交流の多くは単発的なものであるが、多世代型コミュニティのような日常

的・継続的な交流活動がないというわけではない。こうした事例を収集した上で、日本の世

代間交流活動の中で、良い取り組みの共通点や課題を明らかにした次に、多世代型コミュニ

ティを実現させる可能性を探るため、外国の先進的な事例を検討した。本論文で、日本につ

いては昭和時代から令和 2年まで各時期の代表的事例を収集し、その成功要因を探った。海

外についても同様に代表的事例を収集・分析し、日本との総合的な比較表を得た。そこから、

以上すべての事例を活動内容と企画主体の 2 つの軸から比較することによって、以下のこ

とが明らかになった。 

海外と比べて日本の世代間交流は、企画・実施の主体が社会福祉法人や行政機関に集中す

ること、その結果、企画・実施主体のマネジメント機能が不足し、さらに同じモデルが他の

地域に広がりにくいこと、高齢者の他に参加主体が子供や小学生に偏っていること、空き家

や外国人受け入れ、伝統技能の継承などの社会課題にほとんど触れていないこと、が課題と

して見いだされた。これらの課題を解決するのが多世代型コミュニティであり、それを実現

させることは、高齢化対策であるだけでなく、社会的要請にこたえることでもある。 

 

本稿では、文献調査と比較事例の研究方法を用いて日本の高齢社会における多世代型コ

ミュニティ実現ための条件を探った。本稿の構成は、以下のとおりである。 

第 1 章では、高齢者の社会的孤立と在宅自立高齢者の不安、民間サービスの不振といった

地域ケアの諸課題を述べる。第 2 章では、多世代型コミュニティのもとになっている世代間

交流活動について、誕生の背景と効果を明らかにする。そして、高齢社会における多世代型

コミュニティの必要性を先行研究も用いて述べる。第 3 章では、日本における多世代型コミ

ュニティの代表的な事例を収集し、その全体像、注目すべき事例の共通点を明確にし、今後

の課題を検討する。第 4 章では、海外で広がっている多世代型コミュニティの事例を国や地

域レベルに分け、国内の事例と同様に整理・分析し、日本との相違点を明らかにする。第 5

章では、日本の課題と海外の事例から得た示唆をもとに、既存の単発な世代間交流活動を、

多様で、日常的・継続的な多世代型コミュニティへ転換させるために、マネジメント機能を

持つ主体の創設あるいは参加が欠かせないことを主張する。それについて、大学、社会福祉

法人への期待が高い。担い手だけでなく、参加する国民意識の変化も不可欠であり、その点

で大学をはじめ、学校教育も多世代交流やコミュニティづくりを視野に入れたものに変わ

らなくてはならない。多世代型コミュニティを創ることは、教育と福祉の両方の改革を実現

                                                        
3 黒岩亮子（2018）「日本における世代間交流の展開」『社会福祉』第 59号 pp.85-95 
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させることでもあるのだ。 
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